
 

（第２号様式）   
令和２年５月 22 日  

県立横浜緑園高等学校長  

令和２年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①生徒の資質・能
力を向上させる
ため、ICT を活用
した組織的授業
改 善 に 取 り 組
む。 

②新学習指導要領
に対応した教育
課程を編成し、
大学進学等の進
路希望を実現さ
せる学習指導を
充実させる。 

①教員の ICT スキル
を高め、ICT を活
用した授業改善を
推進する。 

 
 
②生徒の実態を踏ま
え、その自己実現
につながる新教育
課程を編成する。 

①校内研修会を実施
するとともに、校
外の研修会にも積
極的に参加して、
実践力を身につけ
る。 

②単位制普通科とし
ての魅力を生かし
ながら検討を重
ね、新学習指導要
領の理念に応じた
教育課程を編成す
る。 

①研修会や研究授
業を継続的に実
施し、校外の研
修にも積極的に
参加したか。 

 
②生徒の実態を踏
まえ、単位制普
通科高校として
効果的な授業が
展開できる新教
育課程を編成で
きたか。 

     

２ 
(幼児・児童・) 
生徒指導・支援 

① 規 範 意 識 を 高
め、校内だけで
なく地域社会に
おいても責任あ
る行動がとれる
ようにする。 

 
②組織的な教育相
談 体 制 を 構 築
し、生徒一人ひ
とりに応じた支
援を行う。 

 
③学校行事や生徒
会活動等に対す
る生徒の主体的
な取組を促し、
自己肯定感と他
者を尊重し協働
す る 態 度 を 養
う。 

④部活動の活性化
を通じて、挑戦
する気持ちを高
め、豊かな人間
性や社会性の涵
養につなげる。 

①儀式的行事をはじ
めさまざまな場面
で規範意識を高め
る指導を行い、そ
の意義について生
徒の意識を高め
る。 

②日常的に生徒情報
を共有する体制を
構築し、外部機関
とも連携した教育
相談体制を構築す
る。 

③学校行事や生徒会
活動等に対する生
徒の主体的な取組
を促す指導を工夫
し、自己肯定感と
他者を尊重し協働
する態度を養う。 

 
④部活動の加入率を
高め、各部活動を
活性化する支援を
行い、豊かな人間
性や社会性の育成
につなげる。 

①頭髪･服装指導や遅
刻指導等の機会を
生かし、生徒の規
範意識を高める指
導を行う。 

 
 
②生徒情報の共有を
日常的に行い、外
部機関と連携した
ケース会議等によ
り必要な支援を行
う。 

③体育祭や文化祭等
の行事において、
生徒が主体となっ
た取組を行う中
で、自己肯定感と
他者を尊重し協働
する態度を養う。 

 
④年３回部活動への
加入呼びかけを行
い、各部活動の活
性化を図る支援を
行う。 

①頭髪･服装指導
や遅刻指導等に
より、生徒の規
範意識が向上し
たか。 

 
 
②生徒情報の共有
や外部機関との
連携により、実
効性のある教育
相談を実施でき
たか。 

③各行事後のアン
ケートにおい
て、７割以上の
生徒から達成度
や満足度を得ら
れたか。 

 
 
④部活動の加入率
を高め、その活
性化につなげる
ことができた
か。 

     

３ 進路指導・支援 

生徒一人ひとりに
よりよい進路を実
現させるため、進
路に関する知見を
広め、自己の将来
を洞察することが
できる進路指導を
展開する。 

①進路学習を充実さ

せ、生徒の希望進

路実現に資する指

導を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

①最新の進路情報を

職員･生徒に周知す

るとともに、「総

合的な学習（探

究）の時間」や

LHR 等で生徒の進

路活動を支援する

取組を行う。 

 

 

 

 

①上級学校のオー

プンキャンパス

等への参加率が

１･２年次在籍

者数の５割、３

年次在籍者数の

７割を超える

等、生徒自ら積

極的に進路活動

を行ったか。 

 

 

     



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

②生徒が学力向上を

目指す働きかけを

行い、希望進路の

実現につなげる。 

②校内で実施する外

部模試の受験指導

や補習授業等を通

じて、進路目標に

向かって学力向上

に努める姿勢を涵

養する。 

②外部模試の受験

指導を効果的に

行い、希望制の

３年次模試にお

いて、20 人以

上の生徒が受験

しその結果を進

路指導に役立て

ることができた

か。 

４ 地域等との協働 

地域の教育力を活
用し、実践教育を
推進する。また、
本校の教育活動を
積極的に発信し、
相互理解を深める
中で地域に貢献す
る。 

①地域と関わる自己
啓発活動を支援
し、生徒の自己肯
定感を高める取組
を推進する。 

 
 
 
 
②さまざまな場面を
通じて学校の魅力
と特色を積極的に
発信し、地域に信
頼される学校づく
りを行う。 

①学校説明会の生徒
スタッフや校外ボ
ランティア等の活
動を支援するとと
もに、地域連携を
図る場面を数多く
設定し、生徒の地
域社会への参画意
識を醸成する。 

②学校説明会やホー
ムページを積極的
に活用し、本校の
教育活動を積極的
に発信できるよう
校内環境を整備す
る。 

①アンケートや報
告書等におい
て、地域との連
携･協働により
７割以上の生徒
が自己肯定感や
達成感を得るこ
とができたか。 

 
②学校説明会にお
ける来場者アン
ケートにおいて
７割以上の肯定
的評価が得られ
たか。また、ホ
ームページ等を
活用し、効果的
な情報発信がで
きたか。 

     

５ 
学校管理 
学校運営 

① 学 校 施 設 の 整
備、美化活動の
推 進 等 を 通 じ
て、優れた教育
環境と防災体制
を構築する。 

 
②三ツ境養護学校
分教室の受入れ
を完成し、本校
の教育活動との
融合を図り、イ
ンクルーシブ教
育をすすめる。 

③事故･不祥事を起
こさない職場づ
く り を す す め
る。 

 
 
 
④教職員の働き方
を見直し、休暇
取 得 率 を あ げ
る。 

①清掃活動や教室･
等の整理の徹底を
図るとともに、防
災訓練を実効性あ
るものとし、防災
備品の管理体制を
整備する。 

②分教室受入れ体制
を整備し、インク
ルーシブ教育体制
を構築する。 

 
 
 
③私費会計処理や行
政文書の適切な管
理等における事故
防止を徹底する。 

 
 
 
④PTA 活動等の週休
日の勤務について
精査するととも
に、業務運営につ
いて見直しをすす
め、休暇取得率の
向上につなげる。 

①全職員による協力
体制により、清掃
活動や校内各所の
整備を徹底し、防
災備品の管理を徹
底する。 

 
②三ツ境養護学校と
の連携を密にし、
双方にとって最適
な教育環境を整備
する。 

 
 
③会計業務における
業務アシスタント
の活用や、その他
の業務における職
員の連携により事
故防止体制を構築
する。 

④PTA との連絡体制
を整備して役員会
等の回数を精査す
るとともに、業務
メールや ICT を活
用した業務運営を
すすめる。 

①清掃状況、教室
内整備の状況及
び防災備品の管
理状況について
の“見える化”
を整備できた
か。 

②円滑な受入れを
実現できたか。
また、インクル
ーシブ教育体制
の基礎を構築で
きたか。 

 
③適正な会計処理
等、事故を防止
する職場づくり
をすすめること
ができたか。 

 
 
④PTA との連絡体
制の整備や、業
務運営における
ICT の活用を通
して、休暇取得
率を向上させる
ことができた
か。 

     



 

 


